
Medical and Pharmaceutical Society for WAKAN-YAKU

NII-Electronic Library Service

Medioal 　and 　Pharmaoeutioal 　Sooiety 　for 　WAKAN −YAKU

漢方薬の血液凝固系及び血小板凝集能に対する影響
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［目的］苔帰調血飲は主に産後の 不調を治す処方で、貧血 を補い 、子宮収縮不全 に よ る悪露

瘢血 や骨盤内鬱血 に よる癆血 の状態を治した り、気をめ ぐらし、胃腸を強化 し、 産後の 肥立

ちを良くするの に適して い る 。 産後だけでなく、月経不順、不正出血、め まい 等にも応用さ

れ る 。 しか し、こ の ような微小循環を良くする漢方薬の薬理作用に つ い て の検討は乏 しい
。

本研究 で は、尊帰調血飲及び臨床例 で 見 られた黄耆の 加味方さらに黄耆単味、抗癧血剤とし

て知られる冠心 II号方につ い ての 抗血栓効果をin　vivo で の 凝固系及び血小板凝集能によ り検

討した 。

［方法］ddY マ ウス に 24時間の 間隔で 3回漢方薬を投与し、その 1時間後に採血を行い 、凝

固系及び血小板凝集能に つ い て検討した 。 出血時間の 測定 ： しっ ぽを切創して か ら出血が停

止するまで の 時間を測定した 。 凝固系検査［トロ ン ボテ ス ト（TBT ）ユ：内因系凝固系を活性化

する血小板第3因子（リ ン脂質）、感度を下げたウシ脳 トロ ン ボプラス チ ン、BaSO ，吸着処理 し

たウシ血漿とカル シウム を含む試薬に、血漿を添加して
一
段法にて凝固時間を測定した 。 カ

ル シウム 添加組織 トロ ン ボプ ラ ス チ ン 試薬を添加 して 、 生物学的活性をフ ィ ブリ ン塊 の 析出

を終点として凝固時間を測定した。血小板凝集能の検討 ：血小板多血漿を10μ M の ADP に

て刺激 し、620nmで の吸光度を測定した 。 血小板凝集率は、ADP 刺激前の 血小板多血漿の吸

光度を0％、血小板乏血漿の吸光度を100％凝集として求めた 。

［結果お よび考察］抗凝固薬であるワ
ーフ ァ リン、抗血小板薬で あるチ ク ロ ピジ ン群で は コ

ン トロ ール群に比べ 有為に出血時間を延長させた 。 苒帰調血飲を投与した結果、出血時間に

有意の差は示さなか っ た 。 黄耆及び冠心 1号方で は出血時間の延長傾向を示した 。 芝帰調血

飲加黄耆群では、コ ン トロ
ール群に対して、出血時間を延長させた 。 トロ ン ボテ ス トでは、

ワ
ー

フ ァ リン群は有為に凝固時間を延長させたが、漢方薬投与群では有為差は見られなか っ

た 。 以上 の こ とか ら本漢方薬は内因系凝固因子には影響しない こ とが示唆された 。 血小板凝

集能は チ クロ ピジ ン、冠心 ll号方投与群で は抑制 して い た が、ワ
ー

フ ァ リ ン、黄耆、苒帰調

血飲及び穹帰調血飲加黄耆投与群で は有意差を示さなか っ た こ とか らワーフ ァ リ ンや チ ク ロ

ピジ ン とは異なる作用機序で抗血栓効果をもつ 薬 として使用出来る可能性が考えられた 。

一 99一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


